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＜連絡事項＞
・貯水槽の清掃日について

9/4（土）

　青陽館井水受水槽　断水時間8：00～12：00→断水箇所：青陽館トイレ

　南病棟市井水受水槽　断水時間13：00～16：30　→断水箇所：南B洗面、

南Bトイレ、南CD全部、レストラン厨房、南1Fお風呂、
病院更衣室前トイレ
　※必要な部署には、水タンクを準備します。

＜患者様連絡事項＞
・袴田　隆裕様　畑中　成夫様　澤田　裕也様～8月28日から薬自己管理となります。
・角濱　義弘様～便秘時）センノシド(12)2T　5回分処方となっています。
・成田　早希様～面談について、主治医へ確認したがコロナ感染症が蔓延している為、外部との接触を控えなければいけない状況の為、８月中は予定を組めない事を伝え、検討中のＧＨの詳細・金銭管理状況（現在と退院後の）等、家族が心配している事を傾聴し説明している。
・竹洞　さと子様～弟様へ施設（ＧＨ）について説明しています。
精神障害のある人が自立を目指して世話人の見守りのもと生活する。日中は就労施設等へ通い生活技能の向上と生活リズムを確立させていく事を目標とする。費用等は個人の負担できる範囲の所を探す事等。主治医からも自宅に戻る前に施設で生活を確立させる事が望ましいと意見がある事、現段階では施設は決まっておらず、了承を頂いたら施設を探していく事を伝えています。
・小山田　順様～三沢サ高住入所に関して情報提供あり。
8/31日奥様と契約をし入居は9/15日前後になる予定。

退院後は、あおぞらクリニック通院（主治医：理事長）予定、
初外来は9/22（水）14時～（主治医：情報提供書　看護：退院時要約）本人より、自宅に行き、必要なものを持ってきたいとの事。スタッフ付き添いで行う予定
金銭管理は、保証人である奥様が行い、必要なお金は郵送等で
届ける。鍵と、自宅に行くタクシー代とお小遣いを（2万円）
届けて頂くとのこと。
＜要注目患者様＞
・五日市　規様～皮膚科を待つ間、一時的にベンチを叩く行為がみられていたが、妄想発言や、他者への粗暴性なく、日課やプログラムの拒否もありません。
・森　ひで様～昨日準夜帯で、仙骨部の表皮剥離発見し、短時間で休む時間を設定し、長時間起きて仙骨部に摩擦が生じないよう説明しています。本日は、午前・午後ともに1時間程臥床して過ごしています。離床時は、1人になるとスタッフを呼ぶが、スタッフも手が離せない時は説明にて待つ事ができています。
＜馬渡Dr診察情報＞

・伊藤　雄一様～飲水目立つ事を報告。暑い日は3L/日を遵守。入所可能な施設を探すようにと。状態変わりなく、臨時薬同内容で処方継。
・森　ひで様～引き続き離床時間の拡大を継続。依存的な言動は以前よりやや軽減されている。臨時薬同内容で処方。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・中川原　義雄様～食欲・睡眠良好。ＳＷと話しがしたい。デイケア通いたいと。
現在入院中であるため、退院のめどが立ったら、デイケア等の
調整が必要となる事をスタッフから説明。主治医からも同じ
説明受けている。フェルビナクスチック2本処方となる。
・滝田　英人様～夜中に起きて大きな声が出ますと。乾燥機使うと大きな声が出ます。
それは覚えていますと。大声が出る際はノートに記入した方が
良いのではないか？→拒否。その後より断続的に、妄想に左右
された独語あり。
次回定期よりハロペリドール錠１㎎ １×vds→0.75㎎　
２×朝・夕食後へ。 

ビペリデン塩酸塩錠１㎎ １×vds→２×朝・夕食後に増薬となる。
・上村　みわ様～段々と元気になってきましたか？→そうでもないです。
ご飯よりパンの方が良いです。夜間のトイレ覚醒について
「やっとです」と。眩暈や立ちくらみは否定。
「39キロに痩せたいです」と。食事を残さず食べるよう
説明受けている。
・出河　攻様～左胸部の中にしこりがあると。呼吸苦なし。→フェルビナク
スチック2本処方2本処方となる。
しこりの大きさに変化なし。食欲・睡眠変わりなし。
・長谷川　陽一様～夜間の睡眠状況について、スタッフから主治医に報告。
次回定期より毎食後のバルプロ酸ナトリウム徐放錠Ａ200㎎ 
６錠→３錠に減薬しvdsのゾピクロン錠１０㎎は中止となる。
またｖｄｓ内服時間は21時→20時に変更。
夕食後は起きている様に、主治医より説明ある。
「申し訳ありません」と。
＜皮膚科診察情報＞
・澤田　裕也様～右趾間　テルビナフィン塩酸塩クリーム処置追加あり、
テルビナフィンクリーム1本処方となる
・竹洞　総子様～テルビナフィンクリーム→デルモゾールＯＤ軟膏へ変更となる。
・成田　早希様～新規受診。胸部に膿皮症の診断あり。ナジフロクリーム1本処方。
・畑中　成夫様～腹部膿疱の診断あり、ゲンタマイシン軟膏処置追加あり。
・戸賀沢　潔様～尿素クリーム1本処方。
・
・松谷　さと子様～テルビナフィンクリーム1本処方
※他処置同内容で継続。
